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火 薬 は 誰 が 発 明 し た か

Ⅱ.解 説 編

南 坊

召t. 中国に放ける硝石

1. 薬学杏による硝石

中国には紀元前から薬学杏があった｡その美学怨の

一つの神曲本草鼓に消,続発の文字がある (),6),

A.D.659(唐代)の新修本草 (仁和寺本)にはこれに

空洞が加わっている｡1082(北宋)店憐徴灰の鮎 証

効息本草 (23)1116(1t#)の甘草忠の盃修改和新修

鼓史証跡こは r消石は妹が苦く寒なり｣大嫁には無事

r五環に熟を持ったp,田の腸閉を洗い流し,巌にたま

った飲食物の宋消化分も押し出して邪気を除くJrこ
れを練って膏薬とし,久しく収用すれば身体が軽くな

り｣仙人となって天に昇ることができる｡空洞ともい

い益州の山谷及び政弘 隣西,西先に透し,採取に飼

rJRはない｣

｢ ｣の中は新修本革の原文でその他は追記｡

次に防除居の注として

｢拍虎には朴消とよく似た効目がある｡朴洞と一緒に

ある消石は消石朴で,その色沢物性は相似ている｡放

く焼けば紫再度を発し灰となる｡これが舟消石でこれ

を空洞といったが,今は空粥を練って朴消を作るム

令 (宋代)注に ｢これは地霜と称し,冬期地上に箱状

に取れる消石は朴消,空洞とは異物である｡Jとある｡

上の益州は三国時代の羽の首私 今の四川省成都肘近

(N2909.E103つ の鈷称,武春 は今 の甘尉省武山

(N350,EIO50),隈西は今の甘筋省天水の附近 (N

3㌢,E1058),西卦 ま今の帝韓省西部 (N350.E959)

･(11)産状から見て後述の塩消である｡

次に陶陰居は衆の陶弘衆のことで本袋502年の項に

ある様に硝石と管硝とを娼色反応で鑑別して硝石を錬

金術師に蔽している｡(21)

2. 硝石の製造

参考までに時代は新らしいが明末の]632中江酉省の

宋応晶が布いた天工開物(5)によると r消石は中国.

外国ともに産ナ｡中国では専ら西北地方に産する｡東

南で売る掛合には役所のかん札を受けないと密売とし
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て嗣せられる｡大地の下には潮気がむれて地面に現わ

れるが,水に近くて土の薄い場合は盤となD (山東の

土洞の朝),山に近くて土の厚い幼合は消石(山西の塩

渦の解)となる｡長江准水より北では,中秋の席を姐

ざると家の中で,耶Flに地面を掃いて.その少丑を取

り斑紋する｡消石の四川に産するものを川消という｡

土洞はかめに入れて,水に一晩没しておくと,不純

物が水面に浮ぶ,これを掬い蓋ってから釜に入れ水を

注いで煎つめ蒸発し,放りを容器に流し込み,一夜放

任すると消石が結晶する｡上に浮んだものを周牙消と

いう｡督それぞれ土地によって変租が生れる｡その下

の粗雑なものを朴消という｡匁雑なものを去って純粋

なものに還元するには再び水に入れて兼つめる｡欺餌

の来渦を入れて,一緒によく煮立て,銃の中に流しこ

む,-改造で自習が結mJするのを盈消という｡火薬を

袋遮するには馬牙消,盈消はいづれもその効能は同じ

である｡硝石から火薬を洪造するには少ない場合には

薪らしい素焼を用いて熔リ,多い場合には土釜を用い

て括る｡汐気が乾ききるとすぐに取り,すって粉末に

する｡消石を粉にするのに鉄のランナーは石臼に入れ

てはいけない.石と鉄とが擦れ合って火が生じ不測の

琳故を起すからである｡

｢消石に先づ琉政を入れてすり,木灰は後から入れ

る｡｣と省いてある(5)｡この製法は乗の時代にアラビ

ア人の IbnalBaitArやイギリスの RogersBacon

噂に伝わったものとは造っているかも知れないが1374

年には明から朝鮮に和冠を防ぐために教えられたもの

である｡元の旗回内ともいえるT7-マ,北京間直線で

10,000kmhhrcoPo10をが旅行するのに1271年から

3年かかつている点から見ても牧略資材の硝石の陸路

軸送が不可能に近い布であると考える収ま容易に理解

できるであろう｡

S2･ 中国に放ける抱,投石坂,守 (Fig.1)

]･ 砲は乱 地にも通じる,石を何かに包んで投げ

る形にしたもので今日の火砲とは造った兵筆で,春秋

時代に越の花塵の兵法 (BIC1620-609)の砲は盃 さ

7･2kgで莞石段で打ち出し500m を矧 fせた｡
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2. 投石機,A.D.200劫の甘操が官淡 くN350,E

llOo)で使った発石恥を,食掛ま爵荘車と呼んだが烈

しい菅の袈現に過ぎない｡武経給要の中には砲札 串

稗砲,蟹輸砲,五輪鞄,旋風砲.虎時砲などあるが凡

て未到の投石機で50-100人が挺子の一端を急に引い

て他松の砲を投げ出すものに過ぎない｡

また丑弧砲または回々砲も有馬博士等の番 (6,21)

にある様に米製で分銅附稗打式投石機で近代式の火砲

ではないが90kgの巨石を投げ疎さ 2.1-2.4m を穴

を穿ちこの為に元軍は束の突放や蛮陽城を降すことが

できた｡ホラズム人イスマンリ等の考秦で,同人は元

帥に任ぜられた (6,2Ⅰ,24)｡元がこれを採用したのは

1.火砲を投げる投石槻(北宋制式) 1?21年ホラ

ズム軍が使った回々砲を活用したものであろう｡マルコポールが参刺したというのは虚脱

という有馬博士の脱 (6)を支持する｡). 野｡武

経給要 (24)に図示されている3弓琴は3弓を縛り

合わせて一つの舷を万力式に引き,掛 こ番えた矢を,

留めビンを外す文だけで射出するもので,70人カに相当し

鎗 1,鈎節3を飛500mぱナことができる｡ ドーソ

ンの薮古史には火薬兵鞍のgfは火矢位しか省いてな

いが,蛮古称 ま,野砲を多数に使って中央アジア,ヨー｡･/J{の都城を破損

した串を紀 していら (24.

)6)｡2.分鈎付の

墳梓式投石機(玄随砲,回

々砲)Fig.1 各 碇 投

石 槻§3. 中国に放ける錬金桁の先達1. 西欧の

錬金術世界叔初の錬金術は Alexandoria(N300.E30

0)を中心とする Egyptの地中梅北岸に発適し,

ゾシモスが3世紀頃錬金術的,

魔術的,神話的な苛杏を出した｡錬金術は高貴な金 ･銀の薪を卑金属

から作り出すものでギリシャ詔のケメイアからアラビ

ヤ評のアルキーミヤーと転じた もので,アレキサンダ

ー大王の没後.その絶好の立てたプトレマイオス王朝の時

代であった｡有名なアルキメデスの原理(ら.C.282-21

2)ちこのにせ金を検出するために発見されたといわ

れている｡この錬金術は後にtZ-マ債のシリア,ペルシ

ャに広まり634年崇敬と共に中国に入った (店の始に

相当する)｡ この時代の交通路は所網シルクロード

で,ペルシャのテヘランを中心として東はサマルカン

ド,メミュール,故陸を経て長安へ｡酉は.,,'タダ-ド,ダマ



が准南子の中に弟自術について r消,読,炭を使って花

を金にし,鉛を銀にした'J四晋の葛洪 (280-340匹辞

の人)が砲朴子の中に r金丹の満が鉄金術で,舟を作

る基本物質は鵡伯陽と同じく水銀とA･金とである｣と

記している(I,21,22)｡当時の丹薬の加熱裟匿は Fig.

2に示す様な形で,神童は井金150グラムほどで作っ

た卵形物,銀製の水垢の水をこれにつないだ先金料の

水管を挿入する｡神宝の底に丹薬材料を入れて直射ま

Fig.2 丹発の加熱装置

たは瓦製の外相との【即こ火を入れて反応を起こす

が水で冷すので反応は 1009C以下に押

えられている(1)元来純金術は卑金属から金銀を分離す る

のが 目的である｡1518年に出た鑑稔の番物に ｢

硝酸による金と銀との分離,硫典及び硝石と一括に熱する

方法による金と銅 との分擬,この時硫共が早く燃えすぎぬ様

に鎖の中に封じてある｡ また炭妙法による金と銀との分灘

など｣と書かれ(9)どうやら硫化銅を含んだ鉱石から金

･銀を分離していたらしい｡又これら一連の丹薬を久し

く(100ケ日等)収用すると仙人となって,羽が無く

とも空を飛び昇天するといわれ,之を倍じた膚の大衆

以下 7人の皇帝が之を服用して内6人が早死して大問

題となり,鉱物質から医薬に移り硝石.空梢の類が畦身剤に

使われる様になった(I)｡前述の様に錬金術が景

教と典にペルシャから入ったものとすれば (638年),唐

以後ということになり,それ以前の漠,三国,管,南北

軌 隣の時代の錬丹術は中国独自の開発によるものと

いうことになる｡香4. 錬丹術から火薬の発明約2かこ述べた様に硝

石,硫費,次に木炭を加えて低温加熱する錬丹術は少

くとも起元約2世紀の劉安の時代には行われていたが爆

発の紀象は見つかっ てい ない｡太平広記の後漢の項

に,｢一位老人が丹薬を作っていた所-杜子春 (後湊の頂帝の

時 A.D.125-144の人)が肪ねできた｡老人

が外出し,杜が炉辺で居匝YoJ.28.No.5.llg から覚めた時,炉から大火が起り,火焔

が虚根に適し錬丹小屋は焼け落ちた｣とある(21)

｡酉晋の時代に鄭思連 (264-322)が其元抄

造要略という錬丹苔を昏いた｡描家昇は中府以後の人

としている(26)が,鎗鉄率は店朝の王松年は仙苑

編味の中で,｢三国時代 (220-265)の人｣と

いい,府の陶宏農は其盃位某国基に,rこの人は葛

浜の弟子で322年に蒼山に入った｣といっているの

で両税を入れて264-322の人と推定している

(22)｡ この谷中の伏火硝石法にr琉典,経典を

硝石を含んだ器の中で密にして焼くと火箱が発生し,手面を焼き家を焼いた｣

とある｡以上の2件の記録は共に

爆発現象が発生し,火薬が無作意に発明されている｡その時

は125-144年以駒の錬丹小舎でと推定でき

る｡ここには火薬3成分の紀述がないが,店の孫英

人 (601-682)の伏火硫黄法,持虚子の伏火が

法 (808)には何れも硝石,硫黄の帝畳で処理し,次に木炭を加えてい る｡ また劉安の共白術でも

(B.C.160-122)硝石.横井木炭が使わ

れているから,私は一寸した不注意で後工程の

木炭が先に加えられて爆発亦故が発生し,火薬が発明さ

れたものと推定する｡婚家井は唐代に着火櫨の薬即ち火薬ができた といい

く



その中に苑晩を渡す｣とある(22)｡朱 の時代杭

州郊外でのことであろう｡また,南束 の会稽志

(1201)に ｢除夜には爆竹の声が問える｣｢或者は

硫L.BZを爆薬に作り声は常供し燥蚊とい う｣｡また

酉湖遊幸に ｢専門の爆故には翰走線の戯をする｣
四湖繁白魚には ｢五色の畑を放ち燥蚊を放つ｣と

ある(22)｡

)) 明の這缶大の茶道有比捉要に r軒蝕砲を作り,

呂詔銃を作り,鶴の属鈎燦蚊を作り,桁の熔帝益

火薬を以て建薮をなす｡風速砲石を作り,劉安焔

梢を作る｣とあり(22),阿以前の時代における火

薬の胎動を感じさせる｡

4) 胸火 孫子(B･C.500-450)の兵法にも畑火の

串があるが芥,事,薪の柄で.司馬遷の史紀(B.C.

97)に ｢育姓の畑火前里とあるが之は民のかまど

の煙である｡

5) 持火 浜の兵制に適地で鯛の県央を報ずるため

に高櫓を設け,人造があれば戒新を燃す,その畑

を旭 といい,外政の款に応じてその丑を増してい

る(22)｡日本でも奈良朝に大事府の役人が,大野

城,基山城等で焚火を使って大和朝へ包含する狼

煙の刷があった(22)｡

6) 煙火 以下火薬に類似した原料を使ったと見倣

されるものを煙火の項に非めてみる｡日本の花火

である｡

欲深 く52-220)の次は三国時代 (220-265)西菅

(265-3]6),南北朝 (420-589),拷 (58 9 -618),店
(618-907)とつづいているが,三国時代には罪浜本

の通俗三国史があり,その中に局の緒耳孔明が続発,

拍軌 火を引くものを用いて現の甘操の軍を破ってい

る｡苓者は当初これに興味を持ったが正史である床好

の三国志や,紡古宇旗の諸葛孔明全弘にも火薬のこと

は杏いてない｡ 然しこの A.D.150.-600 の関に錬丹

家である多数の仙人に井金を作らせている胡庭,雑事

蘇,統市子の問にこの爆発事故を中心に館が進んで一

速の火薬化学が進んでゆき民間の爆竹と爆牧と結びつ

いて煙火に発展し r隅の燭帝火薬を以て維戯をなす｣

という所まで来たもので,当時東都 (諸掛)では37王演

以来の春刀や幻人火を吐く等の東都首戯が行われてい

た｡吐火はFlを閉ぢれぼ火が消える啓で火薬ではない

が,兎も角火遊びが盛んに行われていたと考えたい｡

店の諜味道は則天武后 (690-705)の宰相で,その

持中に r火耕銀花｣の字がある(2),6)｡これは疑火と

は決められないにしてもその斬似晶と見られぬことも

ない｡

方以智の物理小史の唐代花火術についてはもつと調

べたい｡ r古代から兵事と方術とは関係が深い｡陰符

経では方士に鎧典を示している｡萌の劉安,菅の耳

班,盾の孫苅人は錬丹香の中に兵群を紀し唐の蔚窮

(756-62)の時季基は ｢神擬制散大自睡蓮｣を著わし

たが前半は兵特で後半は方士(薬の処方)の脱である｡

朱人の兵番の肝洞の虎鈴蓮,骨公亮等厨の武軸 賓な

どの兵令と同位である｡火薬を好事家に敵給したのは

晩暦の解 く9世紀の終り)で故丹家の何の申出と考え

る-･･･｣(21)若者は904年千草での飛扱飛火,940年

肝雨の解脱中の火砲 ･火宅 ･櫛 肖の字がある｡同年符

坤の ｢化啓に方士の化合の原理があり,雀南唐の方士

宋斉丘に殺されている｡975年朱の虚栄が火砲,火筋

を用いて南店を亡ぼす噂から見て少くとも10世紀の肌

半に南府 (梯子江南北)を中心に軍用火薬,火薬兵捗

が発適し北東によって大成されたものと見ている｡

蛋4･ 乗以後の火薬組成の変丑

乗の武軸 繋前兆巻 Il,12より火薬の組成を丑理

すると.次蛍が得られる｡

火薬製造法

I) 火雀用｡坑井,高札 婚項を混ぜて抱いて粉末

とし,別に散乱 定軌 共丹の3品を篠に掛けて

混ぜ研厨して粉末とし別に乾漆を抱いて粉末 と

し,また竹茶席掛ま少しく妙って砕いて粉末とし

角地.松畑,済油,桐油,漬油は混じて黙し脊状

に練り,これに鰍 こ粉末とした結晶を入れかき汲

ぜて迫り上げこれを紙5盃に包み麻をもって縛っ

たものが火雀で,別に松脂をとかし火薬の上に掛

け伝火薬とし砲で投射する｡蕃薬屋雀を放つ時に

も用いる｡

2) 茨を火濫用｡硫費,婚碑,炭末,浬軌 乾漆を

抱いて粉末とし,別に竹井,麻芥を籍かに切り,

これを桐油,′ト油,姐を錨かした掛こ和ぜ て作

る｡伝火薬は用耗12･5両(･47kg),府 10,弗丹

).25,炭末8,況符2.5,葬塩2.5,計24.25両,

0.91kgを以て火宅に漁る｡

3) 埠薬歴雀用｡雀の盛さ 30kg,製造火雀に同じ

府約 3.6m,魂さ0.8kgを通じ,伝火薬に鮒

11.5,麻皮 10,恋昏2.5,発坂2.5,煎丹 1.25,

炭末8,計 35.75両 (I.34kg)を鵜き合わせて外

に逸り長英とする｡(以上 24,6)

文散30は新帝が1966年ボルトd)レで調べたものであ

る｡Fig.3は以上のデータを碑石,坑井,木炭の成分

によって3角座標に示したもので,これによると束で

作られた日世紀の火薬は硝石40-50%,Z3-)4世紀の

ヨーtZッJ,'の火薬では硝石が 40-60% に伸び16世紀

のものでも 50% 以下であるが,日本では柾ケ曲への

鉄砲伝来以来16世紀に現在と同じ政商威力の 75% 内

外のものが使われ,明では和恵の捕虜から開き取って

52 (406) エ業火窮協会睦
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世 界 各 国 初 期 の 火 薬 の 組 成 (%)くその2)
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t)ツ/,'2F]本(現在)舌代各国狐色火兆

組成75%:の無色火薬を作りその威力の

大に茂いた(6)｡奄ケ良の火薬はポルトガルの標準配合で無く,藤川小

四序が三原科の調塾と鉄砲火薬のみ与えられ威力虎大

級の組成を作り出したものとも考えられる｡i7

. 中国 10-13世紀の火薬兵歩).火節の寮 (Fig.

4)火前,火節筒は矢に薬師を縛り,非情に燃焼

剤を入れて弓で発射するもので.火非発明後は火薬を茶筒

に填めたもの(940年額)や.火薬鞍前の掛 こ火薬を球

形にして矢の前部に固着し.み
ちびで 点火後敵附 こ射

込み,爆裂して敵陣を焼く(]045年)の武経給賓にある

ものは竹の外径5 cm,長 1.8m という郷 こ頼す

るもの54 官-･骨U

火薬

和郎 火市(408) 『臣tL耶



に火薬 200gを取りつけ点火後回転し乍ら放つもので

ある (6,2),22,24)｡

2. 煩琳 Fig.5は北架の制式煉称,Fig.6Iま東金

紫古の三巴戦時代の爆弾で武鐘粗要 (24)によると,

火雀は紙で雀を作りその中に石片 2-3kgを入れ

発毛乱 怒乱 炭末を来て泥状として周に逸り麻抱を

貫き,先を以て雀を遁近を考えて投げる｡

咲苧火雀は三枝大昔の鉄匁を火薬で包んで廃絶

3.6m で耳き,続や雑薬でこれに点火する｡放つ時

には旋鉄錐を適して泊を出す｡

爵蛋火雀 乾竹の飾径 4.5cm で裂日のないもの

を選び鰍ま透さずに放して匠く,この中に硬質内野

片30を入れ火薬 2-3kgと混ぜ避竹で雀とし,両頭

を竹寸で止め,雀の外に伝薬を加える｡点火すると

粛産の陳な音を発しその煙旭で政を焼く｡

な薬煙雀は火薬雀の代りに苛薬屋雀を使ったもの

)巴戦当時の名称を年代順に列紀すると

宋 火砲940,火雀(鼓包 1940),火茨悪く1000).

荻茄火宅 (1045),砕薬火宅 (1045),金作

抱くll03),火石砲(ll61),鉄火砲(1257).

大火抱 く1277)

金 鉄火砲 (鉄包 1221),贋天雷 (鉄包 1231.

1232),火缶 (拡簸,輔節用)(1160)

戴-k 柑多碑でのてっぽう(鉄包 1274),火砲

(1232,1237),苛火缶 (1219,1241ペルシ

ャ,ポーランド)

1126年来有機の戦で使った静粛砲は,束の樽前里の

放斉典梅蟻掛こは r紙管に石灰と硫共とを入れて作っ

たもので (紙砲)点火後空中に掛 ヂ上げ,爆裂して石

灰と故井が空中一面に散り之が水中に落ちて石灰は発

熱して火を発し硫共は燃えて敵船を焼いた(21)｡最初

の爆裂に少丑の火薬らしい物を使ったかもしれないが

全体としては爆裂火葬ではないと見たい｡

また終随出土の青魚盤の地の画から南宋以後は砲に

代って旭の字が使われて居り(21),Il60-90金の世宗

の時捕狐師の使った火缶については r狐が樹下に出て

くると,朕にかけた火缶から椿燦を取D,之に点火し

て樹下に投げ火薬が爆発し大昔に矯いて狐蛸は乱れ走

った云云｣とあり,火缶の賓は判らぬが缶虫は紙製で

火苑線として鰍 こ火薬を捲き込んだもの･･･-｣(22),

r火缶は火薬を陶判の缶子内に装し態煤という線を取

り付ける｣く21)｡密猟であったらしい｡

122岬 金は ｢投石機13虚を列べ城内へ鉄火砲を打ち

込んだ｡欽火砲はひさご形で口が細く,生鉄を鋳た径

6cm,目的地までの巨酷に切った引故に点九 地上に落

ちて枠裂した｣(21,22).1231,1232年金恥ま爵天晋

を使った｡鉄缶に薬を盛り.之に点火すると砲が火を

発しその声は雷の如く首里(17km)の外に問え火熟の

及ぶ所単軌 (18mX18m)以上に及んだ｡鉄缶は砲弾

で,使うrllJに点火して掛 デ出すと地に洋ちる時燥枠す

る｣また安古兵は城下に濠を掘って進んだ｡金兵は鉄

細に票天野を吊り下げ濠内で爆発させて牛皮を被った

故人を殺した｡窟天田は公には鉄火飽 く1221)と名づ

けられひょうたん形と合わせ蓋形とがある(2J.22)｡

1232年蒙古軍は金の汗京を拭み火砲を投石織から打出

した(21)｡1257年束の斜州の兵辞旗では月 1-2千糞

の鉄火砲を作り蛮臥 盛梓には鉄火砲各 1-2万壁あ

った(21)｡1277年来の桂林陥洋の時 ｢一兵の大火砲を

出し点火すると普選の様な声を残し煙先天に満ち城壁

曹嫡れ元兵の城壁外にある者多飲が震死した｡娘兵

200人は灰となっていた｣大形地雷らしい(21)｡

1219年ジンギス汗がホラズム良路の節l線 Su河の

Jend,Olrar,khodjend(N43-47㌔ EGO-70o)を

攻めた時には,攻撃軍より投ずる燃焼物の災禍｣r野
砲を据付け｣とあ))(16),同年Amu河では Bukhare

(N40oE640)では野砲を用い.同河F)KeurcaJldje

の戦 くN4㌢,E590)の敬には石塊が無いので桑樹を

水没したものを石野で発し1220年の Nessaでは砲台

)座を築き20円の野砲を以て15日関税ゆまず攻撃を加

へ一大突破口を作り(16)同職で煎古兵は蒋火缶,火

節,火砲を使った(2))｡1221年 Nislmbour(N370,

E584)の磯ではホラズム軍は昏蛤を投ずる野砲/(リ

スト3,000,通常の琴 500,袋古跡ま城下に投槍用

窄砲 3,000,通常琴曲 !00,石油盈投射扱 700,雲梯

4,000,石塊 2,500荷を運びl長夜で城壁に70筋の破

Jlを作り投入した(L6)｡これらの野砲は Fig.Iの3

弓帝,回々砲 (アラビア何)の頬と思われる｡

1241年 Batou抜都の西征の時ポーラン ドの

WAhlstadtで毒薬煙雀を使った(21)がホーランドの

史家は蒙古軍は妖術を用い大政を絞った時,怪物はⅩ

形の首をし,口から煙霧を山しその典は耐え位くポー

ランド兵は直視できず多数の死傷をEtlしたといってい

る(16)｡同年 Momviaの Olmitz城で火前を用いて

寺院を焼いた(16)｡

1258年 Bagdadの戦に祭古郡は鉄瓶を使った とア

ラブ杏にあるがこれは虞天雷,鉄火砲の頴と思われる

とある(21)｡

J274年文永11年元坪は鉄包 (後述)を使った｡

以上に詳述する様に 1160-1230牛丸 金,宋音で

使われた爆裂火掛まFig.6に示された様に 1-4の

形があり,鉄または碇刺で地,鉄包,鉄火砲,碇砲,

悪天雷の名が使われ.野砲で石を投げて城壁を破り,

他面脅砲で城中-旗天野を投げ込み,投げる机にみち

びに点火し.巨厳に応じてみちびの長さを決めたもの

yol･20･No･5･19d7 (409) 55
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Fig.d 各 私 鉄 火 砲 虞 天 野

と考えられる｡

Fig,61ま1264年故古雅がfg多湾上陸に際し使った

ものを竹崎季長の文盲襲来絵洞から写したものである

が ｢てつはう｣は叔舌の捕虜が鉄包の意味でいったも

のであろう｡後代の鉄砲で無く褒天雷と同一物といわ

れると有馬氏等の所説(6)はこの絵から見て至当であ

る｡当時は不発卿が散在していたのを危険と典堆晶と

の考えからかよく研究もせずに特多矧 こ庇込んで丁っ

たらしく租子息-鉄砲汲束まで270年間情況をむさぼ

っていたことになっているのは放念である｡著者はこ

の原図を相尺 l/20と見て当時の人,兵欝の大さ,鋲

包の火英丑を推定してみた｡

当時,鉄包は新兵群であった｡

次に鉄包の外被を好さ5mm推定して菜食等を計昇

すると次袋の様になる｡

58 外径 18cm で 71【g内外の妖包を投げる｡戦争

では2-300m を正蝕に投げねばならぬから等砲を使

ったものと思われるが元窟絵図にはそれらしいものは

見当らないがどこかで使っていたに遍いな

い｡). 放射火券 Fig.

7再来 :火 筒 (竹筒に火砲薬)1132,火槍 (定

席)1257,1268,1276,爽火槍 (竹乱 玉)12

59金 :飛水槍 (鼓荷)1232,火槍 (駐筒))2

331132年朱の陳規の使った政竹竿に填めた火砲薬

の組成は明らかでないとあるが(21),束には制式火薬

がある｡長さ4-5mの骨竹の顕部0.6-LOmの節を

抜いて火砲用の火薬 (約 1kg)を墳め1人が竿を操作

し.1人が点火その他の助手をすれば I～2分位の火

焔放射ができる

管｡(410
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I132年空音軍の汁京攻臥 こ金野は飛火槍を使

った｡また1133年汁末2度日の攻路戦に蒋徳で使

った飛火槍は助典耗16枚で作った筒で長さ60cm を稔頭

附近に縛り,内に切炭,鉄路.在来.硫#,秋霜の混

合薬を製し,使用在抑 こ点火する｡前方 20m,広さ

20×20mを焼く火伯放射筒で,硝石は番いてい

ないが火勢を強めるために硝石の少丑を加える可能

性はある(21)｡この時の飛火槍は火焔長3mで薬が燃

えつきても筒は傷まない｡これは勅典故は替性が強いので燃えないので

連続使用できると

8いてある(22)｡ll59年商朱が好容で発明した突火

槍は巨竹 を怖 とし,上部に火薬を装し,その中に弾丸を入れ,

点火すると火焔が出て燃え終る頃,丸が飛び出す,その

昔は270mまで聞えたく21)J之は初期の鉄砲

と考えられEJ.明代の鋼放 く1372以後)などは

竹節の変化したものと考えもれる舟がある｡i8. 火薬,火薬兵朝のアラビヤ

.ヨーロッパへ). 火薬兵怨の伝統焚古平の西過に降し第 I即として立向ったホ

ラズム国には硝石はあった｡然し今までの文献には火

薬,火薬兵器で立向った形跡 まない｡ヨーtlッバには硝石は無い,火薬

兵学もない.長音帯が一方的に使っ ていら(16)｡1258年ホラズム

を亡ぼして血ghadを占煩したIL汗国の耳は文にDaJmSC

uSを降してSyriaを亡ぼしたが,1260Egyptのhhmel

uk王郎こ放れ以後同罪は粗相していた｡1303年エジ

プト軍は遂にこれを鼓ってSyriaを占供した｡この間

に於て火薬兵野がアラビア人に移る可俵性が起きた｡125

9年の Nibra,Mluhの敬にムーア人は火薬兵欝らしいもの

を使っている｡rl3-14世紀に殺古人の火筒,突火槍から

MzLd血を作り出した(2))｡Figl8アラビヤの火

薬兵号中 hhdihの絵から推定すると外径 17cm (内径 15cm),長 30cm･幣丸の径 15cm･柄長 1･2zT,火薬 5kg位,球

は鉄で 14kg,石で 5kg内外となる｡Yol28.No.5,170 アラビヤの兵市では,第 1軌は一つの短い筒に火薬を鼓し筒仁‖こ

有珠を院き点火引続の後火薬を発射し石球はこの衝でTRび出



ベンガル花火のことを8いている(9,2)｡Schwarziが

顔色火薬の発明または鉄砲への利用鋭 (1350±)はあ

るが砲落されていない (25-28,6)｡

昏9. 枚 紀

I. 年代は全部西紀に換昇し年代順に列記して事件

の前後を明細 に した｡中国の年代は標準世界史年表

てlo)の中国年号 1先により,泌 こ帝王の治世年間に

よった｡また十干十二支による表示については紀元0

年を庚申の年とし60年毎に回帰する寂を作成して使っ

た｡人,事件,時代の考紀も上征年来によった｡

上表の様にこの漁況に取り上げた琳件 101の75%は

中国の文献にある｡2. 台代

地名の現代化については定本世界史地図によりかつ

紋賂粗粒度を褒示した｡[二耳 斤

丙 分 匁(銑) 錬丙 100 16 L I/1 1/JO I/
21graJn 3750 600 37･5 9･37

5 3･75 1･56畝 )8x】8m=330ml 歩 1.8×l･8-3･3m乏 3. 中国度量衡

は添和大辞典 (18

)の下衆により賂下の如くメートル法に換昇した｡4. 中

国文の翻訳は岩波中国語辞典 によ り,現在地名は田中

啓商監修,全国教育周啓発行.新世界地図1964年,ならび に NewWor一dAdas196

7年版によった｡5. 14-16世紀における火薬および

火薬兵辞の開発はヨー｡･Jパを中心として行われ

るものであるが,標題に対しては13世紀で打切るのが至

当と考えたので韓日の問題とした｡6. この姶文は寧ろヨーtZy/～.,アラブの

碓国人に見て貰いたいので英訳すること

にしているが,内容から見て中国の地名,人名,司喋 名の英緒との対比

喪を作ることが先決であるのでその方を進めている｡9. 著者は1898年奈良市に生



Y




